
ここに注目！ 

令和３年度はこ

んな年でした！

（６～７ページ） 

 ピックアップ 清水

保育所統廃合に向け

て（10～11ページ） 
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愛
治
自
治
会
長 

片
山 

洋 

 

令
和
三
年
度
、
自
治

会
長
を
任
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
生
田
の
片
山
で

す
。 

 

愛
治
に
帰
っ
て
き
て

十
六
年
に
な
り
ま
す

が
、
長
年
の
ブ
ラ
ン
ク

の
た
め
、
お
顔
と
お
名

前
が
一
致
し
な
い
こ
と

も
多
々
有
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
自
治
会
、
学
校

行
事
な
ど
中
止
や
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
有
り
残
念
に
思
い

ま
す
。 

 

し
か
し
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
進
み
、
少
し
希
望

が
出
て
き
ま
し
た
。
以

前
の
よ
う
に
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
活
動
が
増
え

て
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

さ
て
、
愛
治
は
豊
か

な
自
然
と
優
し
い
人
間

味
に
あ
ふ
れ
た
地
域
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
子
供
た
ち
の
元
気
な

あ
い
さ
つ
、
大
人
の
方

の
き
さ
く
な
会
話

等
々
・
・
・
）
し
か

し
、
四
年
前
の
西
日
本

豪
雨
で
愛
治
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
山
が
崩
れ
た

り
、
川
の
流
れ
も
変

わ
っ
た
り
し
た
こ
と

が
、
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。 

 

今
後
も
変
わ
ら
な
い

愛
治
に
な
る
よ
う
に
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
た
り
、
小
学
校
と

も
連
絡
を
と
り
子
供
た

ち
の
成
長
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

避
難
所
施
設
で
あ
る 

公
民
館
施
設
の
老
朽

化
、
保
育
所
の
統
廃
合

な
ど
地
域
課
題
も
さ
ま

ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
公

民
館
と
協
力
し
な
が
ら

各
区
長
の
皆
さ
ん
と
一

年
間
活
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

 

今
後
も
地
域
の
中
で

役
目
を
果
た
し
な
が
ら

地
域
の
一
員
と
し
て
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

広
見
川
一
斉
清
掃
の
日
の
様
子
。
草

刈
り
を
す
る
人
と
集
会
所
の
草
引
き

を
す
る
人
。
役
割
分
担
で
す
。 



①若者の定住促進 

②集落排水施設への接続及び浄化

槽整備の推進 

③環境問題（ゴミ・河川美化）へ

の意識高揚 

④愛治地区内の交通道路の整備促

進 

⑤愛治ふるさと館の整備と活用 

⑥裏山等、土砂崩れ災害防止への

取組み 

⑦町営バスの適正な運行体制への

取組み 
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 片山  洋 

 松岡 長造 

 清家 基憲 

 芝田 正文 

 岡本 福三 

 濱田 寛之 

 芝  祥二 

 二宮 功夫 

 芝  美紀 

 松浦  司 

 末廣  啓 

 境  基司 

 奥野 省三 

 橋本 定典 

 芝  幸男 

 岡田 直美 

 高田 三男 

  
区長 

（前区長） 
組 長 女性役員 

大

宿 

  

松岡 長造  

（高田 國重） 

兵頭めぐみ 渡邉 次枝 

岡本 福三 兵頭 美奈 

菊地 栄三 二宮 順子 

渡邉 豊和 渡邊 美鈴 

岡本 一幸 芝 美代子 

生

田 

  

片山  洋 

（清家 基憲） 

小原  勝 清家 京子 

濱田 寛之 宇都宮純子 

岩井 幸象 有馬多惠子 

清家 基憲 渡邊やす子 

清

水 

  

境  基司 

（古谷 榮） 

古谷  榮 高村ひろみ 

芝  祥二 清家 春子 

末廣  啓 西野 仁海 

芝  幸男 谷口 恵子 

畔

屋 

  

奥野 省三 

（芝田 正文） 

毛利 達也 岡田 直美 

渡辺  誠 芝 ふみ子 

二宮 功夫 松藤 洋子 

西

野

々 

  

橋本 定典 

（芝 三展） 

高田 三男 渡邊由美恵 

小川 正典 芝  早苗 

芝  和孝 芝  美紀 

芝  三展 渡邊美代子 

 松浦  司 

 末廣  啓 

 末廣  健 

 古谷  孝 

 清家 一男 

 高田 直子 

 藤城 英秋 

 平野 隆志 

 古用  敏 

 谷口 久雄 

 山本  守 

 片山  洋 

 松浦 宏明 

 岡本  学 

 芝 ふみ子 

 末廣  啓 

 渡邊 良子 

 古用  敏 

 市山 陽子 

 善家 恵美 

各種団体長等 各 部 落・各 組 役 員  自治会運営委員 

令和３年度 愛治自治会総代名簿 

⑧新たな公共交通についての検討 

⑨頻発する自然災害に対する意識

高揚 

⑩Ｕターン・Ｉターン等移住促進

への取組み 

⑪小学校存続への取組み 

①健康問題への取り組みの促進 

②独居老人への気配りの促進 

③花いっぱい運動の促進 

④伝承事業の維持促進 

⑤地域環境の整備 

１．愛治地区の課題の推進 

２．心豊かなふる里づくり 

３．地域の担い手の育成 

５．女性活動の推進 

６．生活改善の推進 
（お見舞いのお返し等の廃止） 

７．自治会だよりの発行 
（年2回） 

８．愛治地区各種恒例行事 

  への協力・援助  

令和３年度 愛治自治会 事業計画  

４．青少年の健全育成 
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【収入の部】                                                （単位：円）

【支出の部】                                                （単位：円） 

 

 

項  目 本年度予算 前年度予算 増  減 備  考 

繰 越 金 324,920 226,855 98,065 前年度繰越金 

会 費 221,600 225,600 ▲4,000 800円×277戸 

助 成 金 140,000 140,000 0 管理組合助成金、町委託料 

雑 収 入 480 545 ▲65 利子等 

寄 付 金 20,000 20,000 0 ふれあい祭り寄付金 

計 707,000 613,000 94,000  

項  目 本年度予算 前年度予算 増  減 備  考 

事 務 費 50,000 50,000 0 はがき・切手・消耗品 

会 議 費 10,000 10,000 0  

旅 費 5,000 5,000 0  

役 員 手 当 40,000 40,000 0 会長20,000円、副会長10,000

円、会計庶務10,000円 

事 業 費 280,000 250,000 30,000 愛治ふれあい祭り   95,000円 

ふるさと館整備費    50,000円 

PTA研究集会      50,000円 

愛治公園関係        40,000円 

自治会だより       45,000円 

助 成 金 120,000 120,000 0 愛治夏祭り        50,000円 

敬老行事              50,000円 

健康を守る会         20,000円 

光 熱 水 費 6,000 6,000 0 愛治公園関係 

予 備 費 196,000 132,000 64,000  

計 707,000 613,000 94,000  

令和３年度 愛治自治会 予算書 



た。 

 令和３年度については、カタギヤス

バ他約１０haの間伐をおこない、ま

た、作業道ウシノネヤ線については、

延長５０６ｍ、面積１，５１９㎡の改

良工事が行われました。 

 ８月８日山の日には、役員により下

刈作業と水路清掃が実施し、３月５日

には改良工事が完了した作業道の確認

とクヌギ・ケヤキ・サクラの植樹を行

いました。 

去 る６月１１日に開催されまし

た愛治地区町有林管理組合役

員会において、第６６回通常総会に

ついて書面会議とすることが決定さ

れ、各役員を通じて組合員による審

議、議決書提出が行われました。 

 議案内容については、令和２年度

事業報告・収支決算、令和３年度事

業計画・収支予算が提案され、組合

員２９６名中、２４６名の提出があ

り全会一致でそれぞれ承認されまし
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令和３年度 自治会関連行事報告 

年 月 日 曜日 行事・イベント名 場所 備考 

３ １１ ３ 水 愛治地区秋祭り 愛治地区内 文化の日 

 １１ ７ 日 愛治ふれあい祭り 愛治公民館  

 １１ ２８ 日 愛治地区ＰＴＡ研究集会 愛治小学校  

４ １ ９ 日 愛治地区どんど焼き 清水郵便局裏  

 ２ １９ 土 第１回愛治地区座談会 愛治公民館  

 ３ １９ 土 第２回愛治地区座談会 愛治公民館  

令和２年度 愛治自治会 予算書 愛治地区町有林管理組合 事業経過について 

―第６６回通常総会を書面会議で開催― 

 さまざまは行事が昨年度と同様に中止となりました。皆さんと話をしたり、ス

ポーツを楽しんだりする機会がなく、お顔を見なくなった方もおられるため「お

元気でおられるか」と心配しております。顔の見える行事は本当に大切ですね。 

愛 治地区町有林管理組合を若い

皆さんはご存知でしょうか。

皆さんのお父さんやお爺さんたちが

学生のころから山へ上がり、植樹や

下刈り作業を頑張っていたこと、現

場まで何十キロも歩いて、道具はク

ワやカマなど電動などありませんで

した。そうやって守ってきた山をな

ぜこれからも守っていくのか、若い

世代に引き継がれていく町有林の歴

史を語り合う場があるといいです

ね。この話はまた次の機会に。 

山
が
美
し
い
。
田
畑
が
美
し
い
。
人
が
や
さ
し
い
。 

季
節
折
々
の
変
化
を
感
じ
な
が
ら
、
山
に
抱
か
れ
、
太
陽
に
照
ら
さ
れ
毎
日
呼
吸
す
る
。 

当
た
り
前
は
当
た
り
前
で
は
な
く
、
自
然
が
生
み
出
し
、
誰
か
が
作
り
出
し
、 

代
々
守
り
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
当
た
り
前
の
も
の
に
安
心
し
て
い
ら
れ
る
。 

次
は
、
私
た
ち
の
番
だ
。
未
来
へ
繋
い
で
い
く
、
ふ
る
さ
と
愛
治
。 



愛治公園には

桜２００本、

山茶花４００

本、その他の

花木５００本

が植栽されて

います。 

今年も桜が咲

く時期になり

ました。 
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愛
治
自
治
会
で
は
、
『
病
気

見
舞
い
の
お
返
し
の
廃
止
』
を

地
区
全
体
で
進
め
る
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
返
し
を

廃
止
し
て
、
退
院
、
回
復
の
状

況
報
告
と
お
礼
を
含
め
た
挨
拶

状
の
み
に
切
り
替
え
ま
し
ょ

う
。 

 

お
返
し
を
し
て
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と

は
、
皆
さ
ん
方
共
通
の
お
考
え

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
十
分

に
お
気
持
ち
は
伝
わ
る
と
思
い

ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

※
左
記
の
内
容
の
お
見
舞
い

袋
に
入
れ
る
カ
ー
ド
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
、

公
民
館
ま
で
取
り
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
み
ん
な
で
こ
の
運
動
を
進

め
ま
し
ょ
う
。 

    病気見舞いのお返し（内祝）廃止を 

    愛治地区全体で進めよう！ 

お
返
し
の
心
づ
か
い
は
い
り
ま
せ
ん 

愛
治
自
治
会
で
は
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
、
お

見
舞
い
等
の
お
返
し
の
廃
止
を
地
区
全
体
で
進
め

て
い
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
お
見
舞
い
に
は
お
返
し

の
心
づ
か
い
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
配
意
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

 

愛
治
自
治
会
長 

愛 治公園の清掃を毎年２回、近年は区長

５名と愛治公民館職員で行っていま

す。今年度は、１１月と３月に実施し、草刈

りや樹木の剪定などを行いました。 

 この愛治公園は、昭和５３年に完成した老

人保養センターとともにその裏山にサクラ等

を植樹し、毎年計画的に遊歩道や東屋、地四

国８８か所奉祀仏の設置などをおこない、

「信仰の霊地・憩いの楽園」となるよう願い

完成した公園です。当時の愛治では「ふるさ

とづくり」が盛んに行われており、後世に残

された資料等でその思いを感じることができ

ます。 

 しかし、４０年以上経過し、愛治公園を訪

れる人は減り、その存在すら忘れられている

かのよう・・・。木々が生い茂り、遊歩道の

一部は歩くことすらできなくなっています。

昭和６０年頃に設置された小学生手作りの石

地蔵（正しい名前は異なるかもしれません）

は台座が朽ち、顔を描いた平たい石が所々に

落ちています。鹿や猪の被害も見られ、どう

にかこの美しい桜や地四国を備えた公園が再

度「憩いの場」にならないか、区長会等で話

し合ってきました。今年度は現地確認と町に

対して支援をお願いするにとどまりました

が、引き続き皆さんと一緒に復活させること

ができたら…と願っています。  

愛治公園の管理について 

信仰の霊地・憩いの楽園 



を勝ち取ったときには大きな歓声が上がりまし

た。また、今回初めて、愛治小学校児童有志によ

る“あいじ寺子屋”の出店があり、子どもたちが

接客やゲームの説明をする姿が印象的でした。 

 終了後、会場準備時の半分以下の時間で撤収す

ることができたのも、会場におられた地域の皆さ

んが声を掛け合って、ご協力いただいたおかげで

す。（準備は大変やったのに片づけは早いなぁ、

と館長さんが笑っていました） 

“チーム愛治”の団結を感じました。ありがとう

ございました。来年はもっとたくさん楽しみま

しょう♪ 

愛 治ふれあい祭りは今回で２４回目となり

ました。１１月７日（日）朝９時から愛

治公民館の駐車場でステージ発表と即売会、公

民館の中で展示会を行いました。 

 澄み渡る青空の下で、北宇和高校吹奏楽部の

華やかな演奏、ダンスチーム広蓮の元気なダン

スを楽しみ、地元住民有志による即売会や北宇

和高校のクッキーや花苗販売、母愛夢さんのフ

リーマーケットや焼き芋実演販売で地区内外か

ら多くの方がお買い物をされていました。来夢

さんのお馴染み豪華景品付きダーツやくじ引き

では、子どもたちが何度も挑戦し、狙った景品
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― ふるさと愛治の文化祭 愛治ふれあい祭り ― 

令和３年度はこんな年でした！ 

心のこもった演奏 

すばらしい作品の数々 

景品つきゲーム大盛況！ 

前夜祭の花火 



サ クラントウに新しい道が建設され片

側１車線、カーブの少ない道路を安

全に通行するが可能となりました。 

 令和４年２月１日開通の記念に自治会・

交通安全協会愛治支部・鬼北交番・公民館

合同で交通茶屋を行いました。通行車両３

５台に交通安全啓発として手作りの「桜ス

トラップ」を配りました。事故のないよう

“思いやり運転”を心がけましょう！ 
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式 典や演芸でお祝いをする敬老行事は中

止となりましたが、１０月２７日

（水）、７１歳以上となる方を対象に町内の仕

出し料理をお届けしました。記念品は長寿を願

う「亀の水引」をあしらった飾りものです。こ

の飾りは、地元有志の方９名により約２か月前

から少しずつ手作りされました。 

 皆さんが健康で笑顔の日々を送れますように

願っています。 

― 愛治地区敬老の日 ― 

― 国道４４１号線桜峠新設道路開通記念交通茶屋 ― 

― 愛治地区ＰＴＡ研究集会 「地区ぐるみで良い教育環境を」― 

第 ３９回愛治地区ＰＴＡ研究集会が１１月２８日（日）

愛治小学校で開催されました。 

 “地域とともにある学校づくり”を進める法律に基づいた

地域コミュニティ・スクールという取り組みを実践している

愛治小学校。その道の専門家である愛媛大学大学院特定教授

の遠藤敏明先生をお招きして、「子どもが輝く学校と地域in

愛治」をテーマに講演いただきました。 

 同日開催の小学校総合学習発表会においても、地域につい

て学んだ学習内容を低・中・高学年に分かれて発表されまし

た。こういった学習を通じて、子どもたちは「地域を愛し誇

る心」が養われ、地域の方々にとっても学校への関心が高ま

る効果がある、と講演の中で語られていました。 

― ふるさと館整備委員会活動中― 

ふ るさと館には歴史を知るこ

とができる昔の生活用品や

民芸品などが展示されています

が、毎年町内小学生が学習のため

訪れます。今年は近永小学校３年

生と泉小学校３・４年生が来館し

ました。整備委員による説明を真

剣に聞き入っていました。 
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町
か
ら
は
兵
頭
町
長
を
は
じ
め
９

名
の
出
席
が
あ
り
、
次
の
通
り
の
回

答
を
受
け
ま
し
た
の
で
ご
報
告
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

１ 

愛
治
地
区
内
交
通
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て 

（１
）国
道
４
４
１
号
新
設
道
路

に
お
け
る
道
路
標
識
・街
路

灯
の
設
置
及
び
桜
植
栽 

 

《回
答
》 

 

本
年
度
末
ま
で
に
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
取
り
付
け
る
「線
形
誘
導
標

識
」を
設
置
。
急
こ
う
配
に
対
す
る

警
戒
標
識
に
つ
い
て
は
来
年
度
以

降
の
設
置
見
込
み
。
道
路
照
明
に

つ
い
て
は
設
置
基
準
外
で
あ
る
。
桜

植
栽
を
道
路
管
理
者
で
お
こ
な
う

こ
と
は
な
い
。 

（２
）国
道
・県
道
の
道
路
改
良
、

舗
装
及
び
区
画
線
の
整
備 

 

《回
答
》 

 

国
道
４
４
１
号
清
水
区
間
に
つ

い
て
は
道
路
構
造
令
の
基
準
に
基

づ
き
２
車
線
道
路
改
良
が
完
了
し

て
い
る
。
現
在
は
非
改
良
の
大
宿

区
間
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

舗
装
道
路
の
凹
凸
面
修
繕
や

区
画
線
の
引
き
直
し
は
優
先
度
の

高
い
個
所
か
ら
対
応
す
る
。 

 

（３
）町
道
の
改
良
、
舗
装
工
事

の
促
進 

《回
答
》 

 
 

 

要
望
個
所
が
多
い
た
め
、
中
期

行
財
政
計
画
に
基
づ
き
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
町
道
久
保
川
線

は
、
事
業
実
施
の
目
途
が
た
った

時
点
で
具
体
的
な
内
容
を
地
元

へ
周
知
す
る
。
町
道
天
満
線
は
、

用
地
の
提
供
を
確
認
で
き
次
第
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
議
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

 

２ 

内
山
町
有
林
展
望
台
の
ト
イ
レ

設
置
と
観
光
誘
致
に
つ
い
て 

 

《回
答
》 

 

作
業
道
ウ
シ
ノ
ネ
ヤ
線
舗
装
工

事
が
ま
も
な
く
完
了
す
る
こ
と
か

ら
、
登
山
者
の
増
加
を
期
待
し
て

い
る
が
、
一
方
で
不
法
投
棄
な
ど

当
施
設
の
周
辺
環
境
・自
然
環
境

が
損
な
わ
れ
な
い
か
危
惧
し
て
い

る
。
当
施
設
に
つ
い
て
は
来
町
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
観
光
資
源
の
一
つ

と
し
て
期
待
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
設

備
等
整
備
に
か
か
る
事
業
費
一
部

助
成
な
ど
観
光
施
設
整
備
補
助

令
和
３
年
度
愛
治
地
区
町
長
陳
情
報
告 

 

今
年
度
の
愛
治
地
区
町
長
陳
情
を
、
２
月
２
４
日
、
役
場
に
て
行
い

ま
し
た
。
片
山
自
治
会
長
を
は
じ
め
、
各
地
区
区
長
、
町
有
林
管
理
組

合
長
、
町
議
、
計
９
名
が
地
区
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

事
業
の
創
設
な
ど
令
和
４
年

度
に
検
討
し
て
い
く
。 

 

３ 

旧
愛
治
中
学
校
体
育
館
の

改
修
及
び
愛
治
公
民
館
移
築

に
つ
い
て 

 

《回
答
》 

旧
中
学
校
体
育
館
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
活

用
で
き
る
国
・県
の
支
援
制
度

は
な
い
が
今
後
も
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。 

愛
治
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

平
成
２
０
年
度
に
大
規
模
改

修
を
行
い
耐
震
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
地
震
災
害
時
は
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
大

雨
等
の
際
に
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
３

高
齢
者
等
避
難
以
上
の
避
難

情
報
を
発
令
し
た
場
合
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
立
地
し

て
お
り
、
避
難
所
と
し
て
好
ま

し
く
な
い
が
、
愛
治
地
区
に
は

警
戒
区
域
外
に
あ
る
公
共
施

設
が
な
い
状
況
。
こ
の
状
況
で

ど
う
安
全
を
確
保
す
る
か
、
避

難
す
る
か
中
山
間
地
域
で
は

共
通
の
課
題
と
な
って
い
る
。
今

後
は
、
地
元
自
主
防
災
組
織

等
と
連
携
協
議
す
る
。
移
築
に

つ
い
て
は
平
成
２
９
・３
０
年
度

に
空
調
改
修
を
行
って
お
り
直

ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
困
難
。 

４ 

清
水
保
育
所
廃
園
後
の
施

設
利
用
に
つ
い
て 

《回
答
》 

 

統
廃
合
に
係
る
懇
談
会
で
は

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
さ
ま
ざ

ま
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
た

が
、
大
切
な
子
ど
も
た
ち
を
健

全
に
育
て
る
と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
を
共
通
認
識
と
し
て

概
ね
ご
理
解
い
た
だ
い
た
こ
と

深
く
感
謝
し
て
い
る
。
廃
園
後

の
施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
支
援
施
設
を
は
じ
め
、
有
効

か
つ
効
果
的
な
利
用
方
法
を

提
案
い
た
だ
き
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
が
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
ま
た
地
域
の

発
展
に
つ
な
が
る
施
設
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
施

設
の
改
修
や
設
備
投
資
に
つ
い

て
も
で
き
る
だ
け
ご
希
望
に
沿

う
形
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 

 

少
子
高
齢
化
が
顕
著
な
時

代
と
な
った
が
、
地
域
と
行
政

が
一
体
と
な
って
故
郷
を
愛
す

る
心
を
育
み
、
子
育
て
世
代
の

定
住
や
移
住
に
つ
な
が
る
施
策

を
今
後
も
展
開
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
い
た
だ
き
た
い
。 

５ 

愛
治
小
学
校
を
は
じ
め
町

内
小
規
模
校
に
お
け
る
交
流

学
習
に
つ
い
て 

 

《回
答
》 

個
々
の
学
校
間
で
交
流
授

業
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

３
年
度
は
、
愛
治
小
学
校
と

好
藤
小
学
校
が
節
分
の
日
交

流
会
、
好
藤
小
学
校
と
愛
大

付
属
小
学
校
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会
、
三
島
・

好
藤
・日
吉
小
学
校
に
よ
る

森
林
教
室
な
ど
が
あ
る
。
少

子
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま

え
、
交
流
学
習
・集
会
学
習
・

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
複
数

交
流
・連
携
共
有
し
た
多
人

数
に
よ
る
学
習
活
動
を
推
進

し
て
い
る
。 

 

６ 

愛
治
公
園
の
維
持
管
理
と

観
光
誘
致
に
つ
い
て 

 

《回
答
》 

愛
治
公
園
の
遊
歩
道
に
つ
い

て
現
地
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
が
歩
く
の
に
も
危
険
を
及

ぼ
す
状
態
で
あ
った
り
、
景
観

を
損
な
う
雑
木
が
群
生
し
て

い
た
り
と
伐
採
等
の
必
要
性

を
確
認
し
た
。
現
在
、
改
修

費
用
の
見
積
も
り
中
で
あ

る
。 当

公
園
内
遊
歩
道
は
愛
治

地
区
有
志
の
方
々
で
整
備
さ

れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る

が
、
来
園
者
の
安
全
面
、
公
園

の
有
効
活
用
、
地
区
外
か
ら

の
交
流
人
口
を
増
や
す
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
地
域
活
性

化
も
鑑
み
、
地
域
と
相
互
で

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 
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 「地域のこれからのこと、どんな愛治にしていきたいか、

みんなで話す機会があるといいな」との思いから、愛治

地区座談会を２月１９日（土）に開催しました。参加者は

９名と少なめでしたが、１人１人が日頃思っていることを

少し話せる機会になったようです。 

 この座談会はグループワークという手法で行います。

テーブルのうえに、紙とペンと付箋紙があります。時間を

区切りながら“テーマ”に沿った１人１人の思いを付箋紙

に書いて貼っていきます。グループごとに意見をまとめて

発表します。１回目であるこの日は、「愛治はどんなところ？」「愛治

の好きなところは？」「愛治でやってみたいことは？どんなふうになった

らいい？愛治の夢」がテーマでした。すぐにでもできそうなことから、誰

かに助けてもらったらできそうなこと、夢みたいな話だけれど実現したら

いいな、という思いまで紙いっぱいに溢れていました。 

 その中で、「地域を探索して魅力を発掘しては？」という意見があり

ましたので、令和４年度中にできると良いですね。 

愛治地区座談会「愛治を語ろう！」 

愛治地区

座談会へ

参加しま

せんか？ 

どなたでも参加

できます！ 

●毎月 

  第３土曜日 

●１３：００～ 

  １５：００ 

●愛治公民館で 

●毎回参加でき

なくてもOK！気

軽に来れるとき

にお越しくださ

い。 

 

参加申し込みは 

↓ ↓ ↓ ↓ 

愛治公民館まで 

４６-０００１ 
準備の都合上、ご連

絡をいただけますと助

かります。 

「秋まつり と どんど焼き」 

地域の幸せ、皆さんの幸せを願った 

 令和３年１１月３日は、地区秋まつり

でした。神事は中止となりましたが、地

域活性化集団来夢により牛鬼の練り歩き

をおこないました。今年も感染症対策を

徹底し、早朝８時に天満神社でご祈祷を

していただき、西野々から清水下組、畔屋から大宿・生

田、最後に清水に戻るコースを回りました。各地区の子牛

鬼も元気に声をあげていました。 

 令和４年１月９日は、愛治地区どんど焼きが執り行われ

ました。令和３年１月に復活した“西野々唐獅子保存会”

による獅子舞奉納も行わ

れ、正月らしい華やかな

雰囲気となりました。 

 愛治の風物詩を守る姿

が、いずれの行事も素晴

らしく次の世代に引き継

がれていくことを願わず

にはいられません。 



 今、愛治での子育てが変わろうとしてい

る。町内保育所の再編計画による清水保育所

廃園の日が間近に迫っている。通所する子ど

もが１０人を切り、「同い年の子がいない」

ということも珍しくない。少子化、高齢化の

背景には、若者の都市での活躍による人口流

出などさまざま要因があると思うが、何十年

とそこにあるのが当たり前と思っていた保育

所の灯が消えようとしている。 

 今はただその歴史を振り返り、思い出とと

もに後世へ語り継ぎ、新たなスタートもまた

最善の変革であったと歴史に刻んでいくこと

しかできない。 

「清水保育所」統廃合に向けて 
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 愛治はというと、まず西野々公会堂を借りて昭和

３１年１０月に定員５０名の「愛治保育所」として

認可され、その後、地域の保育所設置促進会の陳情

もあり、昭和３２年に愛治小学校の一部教室を借

り、「清水保育所」として開設、昭和３３年３月に

初めての卒園児を送り出した。その年の７月に定員

６０名の保育所として認可されたが、当時の愛治小

学校校舎は明治初期の建物で老朽化が著しかったこ

とから、地元では保育所の新設工事を願う声が高

まっていた。現在の場所に昭和３６年３月、新しい

保育施設が完成し、愛治保育所と統合した。 

PICK UP! 

 幼児保育を担う保育所がいつ頃始まったのか遡って調

べてみると、戦中戦後の農繁期に部落の寺院、公会堂や

集会所などで季節的に開設された託児所がその始まり。

旧泉村が３か所の保育所を開設したのを皮切りに、地域

住民からの要望が多かった旧近永町でも４カ所、旧三島

村では開所の準備が進められていた。 

 昭和３０年３月町村合併で広見町が誕生してからは保

育所未設置地区への設置が進められ、９カ所の保育所を

整備。当時の県内において同規模の町村と比べて、その

設置数は群を抜いていたらしい。 

小学校に併設されていた昭和30年ころの清水保育所 

昭和60年ころの清水保育所 

サイレン山へ遠足（昭和60年ころ） 
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 現在の近代的な施設に建て替わったのは平成

４年。広い園庭、大きなプール、季節の野菜が

育てられる畑まであった。町内でこれほど立派

なプールを完備している保育所はなく、子ども

たちは年齢に応じたプール遊びで、小学校入学

までにしっかり数メートル泳げるようになる子

が多い、というのが自慢だった。 

 現在は、園児１０名を下回り、小さな小さな

保育所となっているが、運動会や敬老行事など

地域行事への参加、地元の方の畑で体験する

芋ほり、元気な声で練り歩くおまつりごっこ

など、子どもたちの声が響く愛治がこれから

も続いていくと漠然と思っていた。 

 しかし、時代は移ろい、共働きの家庭やさ

まざまな事情を抱える家庭が増え、「保育

所」という子どもたちの居場所に対して、 

親や子を支えるための“保育サービス向上”

を求める声があると聞く。 

地域の未来について真剣に考える 

地域の保育所がなくなると○○が△△になる！？ 

 「町内の保育所７園を３園に統廃合する」とい

う町の方針が地域に飛び込んできたのは、令和２

年の春。清水保育所は近永・好藤・小倉と統合

し、近永地区に新たに建設される施設で令和５年

度から運営されるという。 

 令和２年６月１６日に開催された「区長・組長

会」（感染症対策のため区長のみが参集された）

で、初めて住民に対して説明がなされた。当時の

自治会長から「地域住民としては当然存続を望む

声があがるだろう。説明が不十分で到底賛同でき

ない」と発言があり、それに対して「保護者の要

望に応える新たな保育サービスを検討しなければ

ならないためご理解いただきたい」と町から回答

があった。その後、各保育所では保護者説明会が

同年１０月に行われ、のちに「保護者からは概ね

ご理解いただけた」と説明があった。 

 令和２年度愛治地区町長陳情で保育所統廃合に

ついて住民説明会を開くよう要望したところ、令

和３年６月２２日に２回目となる住民説明会が区

長・組長会の

議事の１つと

し て 行 わ れ

た 。 区 長 ５

名・組長２０

名のほか一般

住民３２名の

参加があり、

５０分間にわ

たり質疑応答がなされた。時間に限りがあり、発

言を求める挙手が相次ぐ中終了し、参加者からは

不満の声も聞かれた。 

 清水保育所では保護者の意見交換会が同年１０

月に実施。３回目となる住民説明会（懇談会）が

同年１２月４日に開催され、町議を含む住民１６

名が参加。新園までの通園距離が遠くなることか

ら、遠距離通園費補助制度の創設や子育て世帯の

定住を促進するための支援補助金の創設など、町と

しての対策案が提示された。それに対し住民から

は、統合した保育所で共に遊び学んだ友だちと小学

校入学時には離れ離れになることに対して子どもた

ちのケアはどうするのか？小学校入学時に近永地区

へ引っ越す家庭が出るのでは？保育所までの通園バ

スできないか？などの意見が出た。 

 令和４年２月９日には４回目の説明会が開催さ

れ、各区長をはじめ住民１０名が参加。町長から前

回住民側から出ていて意見に対する町の考え方につ

いて説明を受けた。通園バスについては検討する予

定はなく、通園時間を“お子さんと保護者との大切

な時間“、登園時は保護者と保育者とのコミュニ

ケーションの場であると捉えているため、直接保護

者が登園させることが大切だと説明があった。それ

に対し、チャイルドシート購入の補助や中古品の貸

し出し等、新たな仕組みづくりをしてほしいと発言

があり、「よい意見だ」として検討されることと

なった。 

 

新たな保育サービスとして、保育時間の延長、日曜

保育や病児保育など、子育て中のご家庭にとって

は、やさしいサービスが検討されているが、これま

で「子は地域の宝」とされ、地域全体で見守り育て

るという考え方が根付いていた保育の歴史が変わろ

うとしており、「地域とともにある保育所」の存在

価値を改めて感じ、一抹の寂しさを感じずにはいら

れない。 

 近年、統廃合により消えてきた“そこにあるのが

当たり前”のものたち。しかし、失ってもなお、愛

治地区は助け合いながら、あきらめず、時には新た

な取り組みに挑戦してきた。それはこれからも変わ

らないと信じている。 

 さて、廃園後の清水保育所施設。どう有効活用し

ていきましょうか。 



愛媛県北宇和郡 
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愛治公民館 

電話:０８９５（４６）０００１ 
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愛治自治会 

愛治公民館のホームページ 

 

https://www.town.kihoku.ehime.jp/

site/aiji-k/ 

愛治地区まごころ銀行ご寄附のお礼 

 

令
和
３
年
３
月
か
ら
の

寄
附
者
に
つ
い
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

芳
志
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

愛
治
地
区
を
発
展
さ
せ

る
た
め
の
活
動
費
並
び
に

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
設
備

等
の
整
備
費
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

高
田 

克
明 

様 

（
西
野
々
） 

 

植
田
巳
津
彦 

様 

（
愛
知
県
） 

 

松
浦 

陽
子 

様 

（
大
宿
） 

 

シトラスリボン運動 

愛治自治会も賛同しています！ 

編
集
委
員 

委
員
長 

片
山 

 

洋 

委 

員 

松
岡 

長
造 

 
 
 
 

境 
 

基
司 

 
 
 
 

奥
野 

省
三 

 
 
 
 

橋
本 

定
典 

 
 
 
 

末
廣 

 

健 

 
 
 
 

善
家 

恵
美 

「
た
だ
い
ま
」
「
お
か

え
り
」
っ
て
言
い
あ
え

る
ま
ち
は
き
っ
と
、
だ

れ
に
と
っ
て
も
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
で
あ
る
は

ず
で
す
。 

 

“
コ
ロ
ナ
禍
”
の

「
そ
の
後
」
も
視
野
に

入
れ
て
、
暮
ら
し
や
す

い
地
域
を
め
ざ
し
ま
せ

ん
か
？ 

『
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
に
取
り

組
む
理
由 

 

差
別
や
偏
見
の
な
い
地
域
を

守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
検
査
が
必

要
か
な
と
思
わ
れ
る
人
が
、
躊
躇

な
く
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ

き
、
い
ち
早
く
対
策
を
打
つ
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
検
査
で

陽
性
者
が
出
た
・
出
な
い
と
い
う

こ
と
自
体
よ
り
、
「
そ
の
後
」
に

的
確
な
対
応
が
で
き
る
か
ど
う
か

で
、
そ
の
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
左

右
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
』 

（
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
よ
り
要
約
） 

  

愛
治
自
治
会
で
は
こ
の
運
動
に

賛
同
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
「
優
し
い
声

掛
け
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

地域のみなさんが安心して行事に

参加されたり、おしゃべりを楽し

んだりする日が一日も早く訪れま

すように。愛治自治会は「今でき

ること」を精一杯やり続けます。

地域のために、未来のために。 


